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ジュニア・リーダー中級研修会の２日目の研修プログラムを担当した社会教育推進指導

員。２度の打合せ（現地下見）で考えた安全教育・自然体験活動などはジュニア・リーダ

ーが夢中になって活動するすばらしいものでした。（於 蔵王自然の家）

１「ミッションをクリアせよ！」

蔵王自然の家という恵まれた環境を生かして，ジュニア・リーダーに与えられた課題は

「ミッションをクリアせよ！」でした。

内容は

★ミッション①自然の家の地図を見て与えられたポイントに向かう。

○ポイントに掲げられている，ミッション

（指令に従う）

★ミッション②「一緒に同行している大学生を

見よ！」

○大学生は事前に打ち合わせをしておいた

「熱中症」「ねんざ」等のいずれかの症状を

グループのメンバーに訴える。

★ミッション③「大学生の症状に合わせたその

場でできる応急処置を行え！」

①症状は…？

②今持っている道具は…？

③どのように処置する…？（長々と話し合っ

ている時間の余裕はありません迅速に！適切に！）

★ミッション④「本部に助けを呼びにいこう！」

今年は熊の出没が多いために，一人での行動はとても危険であることを事前に伝え，一

人では行動しないよう約束をしました。また，救助に向かう人も応援を待つ人も熊対策と

して音を出しながら活動しました。

そして無事に本部に戻った後は……

ミッションを支持 まずは作戦会議！

ねんざの症状応急処置中



★ミッション⑤「今回行われた応急処置の内容について他のグループにプレゼンテーショ

ンせよ！」

どんな症状で，どのようなことに気をつけ，どのように応急処置をしたか！！

そしてどんなことを考えて行動したのか！？

効果的なプレゼン能力はこれからのジュニア・リーダーの大切なスキルであると考えま

す。ジュニア・リーダーとしての行動力，想像力，表現力を大いに発揮し，プレゼンテー

ションを作成しました。

「安全教育」の講義では野外活動中に予見

される「けが」「危険」とは何か？

ＫＹＴ（危険予知トレーニング）はジュニ

ア・リーダーの基本です。今回の出来事で，

事故を防げることはなかったかも含めて，班

員で話し合いを行いました。

アナログな発表

効果的なプレゼンとはどんなものか？

画像を使ってのプレゼン振り返り中……

振り返り中！



すべての班のプレゼンが終わった後に，社会教育推進指導員から講評をいただきました。

その話の中では，事故を未然に防ぐこと，そして，もし起こってしまった場合の最適な

応急処置の仕方について指導をいただきました。

今回のプログラム「ミッションをクリアせよ！」では実際にジュニア・リーダーが活動

する，各市町で行われている行事等でも起こり得る出来事です。

状況を把握し，正しく判断しながら周りの協力を得て行動するというポイントを学ぶこ

とができました。

参加者（ジュニア・リーダーたち）の言葉

○山の中で具合が悪くなったとき，どのようにすればよいかを考える機会になりました。

救助に向かう場合も，自分がけがをしないように，走らずに早歩きで行くことや，救助

の人が来るまでどういうことをしていればいいかを考えたのがとてもよかったです。

○熱中症の人がでたら…というシチュエーションで活動しました。何をしたら体が回復す

るのかを考えて，研修することができました。また，助けを待っている間にどのように

過ごせば，より安心感を与えるのかを真剣に考えることができました。

○他の班のプレゼンを聞いていると，「ああこうすればよかった」と反省があります。実

際に起きた場合には活かしたいと思います。

安全について熱く語ります。 保健体育の専門家から応急処置についての講評


